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提供機関：石川県立看護大学 

科
目
名 

子どもと家族の看護 授業形態 開講期間 11月30日 ～ 1月25日 

英文科目名 Child and family nursing ①対面授業 

②オンライン授業 

③対面・オンライン併用 

復習用ビデオの録画・配信 

◯ 

 

 

－ 

開講時間 水曜日 第2講時 15：30 ～ 17：00 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 金谷 雅代 開講場所 
石川県政記念しいのき迎賓館 

3階 セミナールームA 

単位数 1単位 

定員数 10名 

特別聴講学生等定員  

科目等履修生定員  

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等 受付順 

成績評価の 

方   法 
出席状況 50％ 

レポート 50％ 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生 

(社会人で単位を必要としない者) 

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用 
募集期間：3月1日～3月15日 

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用 

    9,800円 28,200円 14,800円円 
教員の 

指示に従う 
5,000円 

科
目
の
内
容 

1．コースオリエンテーション，子どもと家族の看護とは 

2．子どもの理解：子どもの成長と発達① 

3．子どもの成長と発達② 

4．子どもと家族をとりまく近年の課題 

5．子ども虐待（予防や対応）と子育て支援 

6．子どもの事故防止 

7．医療的ケア児の理解と支援 

8．ヤングケアラーについて考える 

その他特記事項 

 

授業担当教員紹介 URL https://www.ishikawa-nu.ac.jp/staff/ 

ホームページ・メールアドレス等 E－mail mazu1014@ishikawa-nu.ac.jp 

 

提供機関：金城大学短期大学部 

科
目
名 

歴史学（中国史概説） 授業形態 開講期間 9月28日 ～ 1月18日 

英文科目名 HISTORY（Chinese history overview） ①対面授業 

②オンライン授業 

③対面・オンライン併用 

復習用ビデオの録画・配信 

◯ 

 

 

－ 

開講時間 水曜日 第3講時 17：30 ～ 19：00 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 三浦 哲志 開講場所 
石川県政記念しいのき迎賓館 

3階 セミナールームA 

単位数 2単位 

定員数 30名 

特別聴講学生等定員  

科目等履修生定員  

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等  

成績評価の 

方   法 
 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生 

(社会人で単位を必要としない者) 

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用 
募集期間：  

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用 

   
教員の 

指示に従う 
10,000円  20,000円 

教員の 

指示に従う 
10,000円 

科
目
の
内
容 

 中国は長い歴史を持つだけでなく，日本との関係も長くて深い国であり，日本にとってその存在が今後ます

ます重要になることは確実です。しかし，その歴史，思想などについては，一部の人物・作品等を除いて，十

分に知られているとは言えません。しかし，中国の「現在」を理解する上で，中国の「過去」を知ることは必

要不可欠です。そのような観点から，中国に興味を持ち，中国を知ろうとする人に対して，そのための基本的

な知識や考え方を提供することがこの講義の目的です。講義においては，中国史全般，古代から現代にかけて，

写真や映像を用いながら概説します。参加者の知識，興味に応じて，講義の難易度や内容は変化します。中国

について基礎から学びたい人，既に中国について基礎知識を持ち，さらに詳しく学びたい人，どちらにとって

も価値のある講義にしたいと考えています。参加者には，能動的な受講姿勢を持ち，この講義をきっかけにし

てより深く学んでいくことを期待します。 

その他特記事項 

 

授業担当教員紹介 URL http://www.kinjo.ac.jp/kjc/child/teachers.html 

ホームページ・メールアドレス等 E－mail miura@kinjo.ac.jp 

水 


